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ブルガリア月報【２０１９年１０月】 

令和元年１１月 

在ブルガリア日本国大使館 

概観 

【二国間関係】 

・２１日-２５日，ラデフ大統領夫妻，即位の礼参列のため訪日。 

 

【内政・社会】 

・２４日，最高司法評議会（ＳＪＣ）は，新検事総長としてゲシェフ副検事総長を選出。 

・２７日，ブルガリア全土で地方選挙が行われた。 

 

【外 政】 

・６日，ボリソフ首相はアラブ首長国連邦を訪問。２１日，ザハリエヴァ外相兼副首相が訪露。 

・２２日，欧州委員会が第１８回協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）を発出し，ブルガリアに対する

ＣＶＭの終了を勧告。 

・２８日，ロシア人外交官がスパイ容疑により国家保安庁による取り調べを受けていたことが明ら

かとなる。 

 

【経 済】

・２０１９年の経済成長率は３．４％となる見通し（世銀予想値は３．２％）。

・２０１９年の政府債務は，ＧＤＰ比１８．６％，２０２２年には１７％と見込まれており，マー

ストリヒト基準の６０％を大きく下回っており，財政規律は引き続き堅持される見通し。

この月報はブルガリア各種メディアの報道等をとりまとめたものであり，在ブルガリア日本大使館の意見や判断を反映するものではあ

りません。

二国間関係 

◆ラデフ大統領夫妻訪日 

２１日から２５日にかけて，ラデフ大統領夫

妻が，即位の礼等に参列するため訪日した。

訪日中，ラデフ大統領は，即位正殿の儀，饗

宴の儀，総理大臣夫妻主催晩餐会等に出席し

た。

２４日には，ラデフ大統領は安部総理と会談

し，両者は，「３つの周年」を迎える良好な二

国間関係を確認するとともに，IT人材に注目

した日系企業の新規投資等を含む両国の経済

関係の進展を確認し，経済関係の一層の強化，

西バルカン協力イニシアティブの下で引き続

きの連携等で一致した。 

内政 

◆地方選挙第一回投票 

２７日，ブルガリア全国で地方選挙が実施さ

れた。第一回投票の最終結果概要は次のとお

り。各都市の市長選挙決選投票は１１月３日

に行われる。 

（１）投票率：４２．８５％ 

（２）主要都市市長選挙結果（二重線は当選，

下線は決選投票進出候補） 

［ソフィア市］ 

・ヨルダンカ・ファンダコヴァ（現職，ＧＥ

ＲＢ）： 

３６．３７％ 

・マヤ・マノロヴァ（ＢＳＰの支持あり）：     
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２７．７９％ 

・ボリスラフ・イグナトフ（民主的ブルガリ

ア（ＤＢ））：１２．２０％ 

・ボリス・ボネフ（Save Sofia)：１０．７７％ 

［プロヴディフ市］ 

・ズドラフコ・ディミトロフ（ＧＥＲＢ）：     

３６．１４％ 

・スラフチョ・アタナソフ（救済国民戦線，

ＶＭＲＯ）：１１．３２％ 

［ヴァルナ市］ 

・イヴァン・ポルトニフ（現職，ＧＥＲＢ）： 

４９．２９％ 

・コスタディン・コスタディノフ（再生）：１

４．３％ 

［ブルガス市］ 

・ディミタル・ニコロフ（現職，ＧＥＲＢ）： 

６５．８３％（当選） 

・ニコライ・ティシェフ（ＢＳＰ）：１０．１

８％ 

［ルセ市］ 

・ペンチョ・ミルコフ（ＢＳＰ）：３５．１６％ 

・ディアナ・イヴァノヴァ（ＧＥＲＢ）：２５．

１３％ 

［ヴェリコ・タルノヴォ市］ 

・ダニエル・パノフ（現職，ＧＥＲＢ）：６０．

５５％（当選） 

・ヴェセラ・レチェヴァ（ＢＳＰ）：２２．２

２％  

（３）市議会選挙結果概要 

ア ２７の県都のうち，２３の都市において

与党ＧＥＲＢが第一党となった。野党第一党

のＢＳＰについては，いずれの都市において

も第一党となることは出来ず，１７の都市に

おいて第２党の地位を獲得するに留まった。 

イ 同時に，前回選挙に比して，主要都市の

市議会におけるＧＥＲＢの議席数は２０－３

０％減じる見込み。 

 

◆次期検事総長選挙 

２４日，最高司法評議会（ＳＪＣ）は，賛成２０，

反対４（欠席１名）で，新検事総長としてゲシェフ

副検事総長を選出した。なお，ＳＪＣによる審議中，

ＳＪＣ前ではゲシェフ副検事総長の選出に反対する

市民による抗議デモが実施された。 

今後，ＳＪＣは大統領に対し，ゲシェフ副検事総

長の検事総長の任命を推薦する。ラデフ大統領はゲ

シェフ副検事総長の任命を拒否する権利があるが，

その権利行使は一度のみ可能である。大統領が拒否

権を行使した場合，ＳＪＣは再度選出手続きを開始

する。ＳＪＣが再度ゲシェフ副検事総長を選出した

場合には，大統領は同候補を次期検事総長として任

命する義務を負う。 

 

◆シデロフ・アタッカ党首の議員辞職とソフ

ィア市議会議員就任 

２７日に実施されたソフィア市議会議員選

挙において，シデロフ・アタッカ党首（国民

議会議員）がソフィア市議会議員に当選した。

３０日，地方選挙のため約２週間に亘り閉会

していた国民議会が招集され，同シデロフ・

アタッカ党首及び欧州投資銀行副総裁への就

任が決定しているパブロヴァ議員（前欧州議

長国担当大臣）の辞任が可決された。 

 

外交 

１ 対米関係 

◆ツァツァロフ検事総長及びゲシェフ副検事

総長他の訪米 

１６日，検察は，１４日から１７日にかけて，

ツァツァロフ検事総長及びゲシェフ副検事総

長（次期検事総長候補）が訪米している旨を

発表した。検察の発表によれば，同訪問には

国家保安庁（ＳＡＮＳ）長官，国家諜報庁長

官等が同行した。一行はＦＢＩ，国家安全保

障関係機関，司法関係機関等と会談し，司法

機関間の協力，情報交換，汚職・組織犯罪等

対策について協議した。 

 

２ 対露関係 

◆ザハリエヴァ外相のロシア訪問 
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２１日，ザハリエヴァ副首相兼外相はロシア

を訪問し，ラブロフ外相との間で外相会談を

行った。両外相は，エネルギー及び貿易分野

における二国間関係の強化への期待を表明し

た。ブルガリア外相の訪露は，２０１１年以

来となる。 

ザハリエヴァ外相は，両国の貿易不均衡に対

する不満を表明し，２０１８年の貿易高につ

いては，ブルガリア側の貿易赤字が対前年比

で２２．４％上昇したと述べ，また，ブルガ

リアを訪れるロシア人観光客も減少している

点を指摘した。なお，２０１８年にブルガリ

アを訪れたロシア人観光客は５１万１千人で

あり，同数字は国別観光客数では第６位とな

る。また，ブルガリアで不動産を有するロシ

ア人の数は約３０万人。 

両外相は，欧州の安全保障，地域協力，バル

カン情勢，シリア情勢を含む国際問題や欧州

が抱える課題についても協議した。また，両

外相は，セルビア・コソボ間対話の欠如に関

する懸念を表明した。ラブロフ外相は，ロシ

アはバルカン半島の安定と持続的発展を支持

しているとしつつ，コソボ及びボスニアに係

るロシアの立場について詳説した。また，両

外相は，大統領選挙後のウクライナ情勢につ

いても議論し，ミンスク合意の履行の必要性

を確認した。 

ラブロフ外相は，会談後の共同記者会見にお

いて，ロスアトムがベレネ原発建設再開のた

めの入札手続きに参加する用意があると述べ，

また，トルコ・ストリームの第２ガス・トラ

ンスミッション・ラインの建設が開始してお

り，２０２０年に完了するとザハリエヴァ外

相が述べたことを明らかにした。また，ラブ

ロフ外相は，「我々の関係は，深い歴史と文化

に根ざした伝統の上にある」等と述べ，ブル

ガリアへの訪問招請を喜んで受ける旨述べた。 

 

◆ロシア人外交官へのスパイ容疑 

２８日，ブルガリア外務省は，国家保安庁（Ｓ

ＡＮＳ）から，在ブルガリア・ロシア大使館

の一等書記官をスパイ容疑で取り調べている

との情報提供を受け，２５日にロシア大使と

会談するとともに，ロシア当局に対し２８日

までに当該外交官を召還するよう要請した旨

を発表した。 

上記に先立ち，検察局は，ＳＡＮＳによる警

告を踏まえ，スパイ容疑で当該ロシア人外交

官を取り調べた。特別検察局は，ＳＡＮＳの

警告に含まれる全ての事案を確認し，２０１

８年９月から約１年間に亘り，同人がスパイ

行為を行い，国家，ＥＵ，ＮＡＴＯの機密情

報にアクセス出来る政府高官を含むブルガリ

ア人と定期的に接触していたことを証明した。

接触の目的は国家機密の情報入手であった。 

ただし，起訴するのに十分な証拠があるにも

拘わらず，外交関係に関するウィーン条約に

基づく外交官特権のために，当該ロシア人に

対する刑事訴訟手続きは停止された。 

 

３ ＥＵ 

◆協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）の終了 

２２日，欧州委員会は，ブルガリアの司法改

革及び組織犯罪・汚職との闘いのための努力

に関する１８回目となるＣＶＭ報告書を発出

し，その中でＣＶＭの終了を勧告した。欧州委

員会は，ブルガリアが，２００７年にＥＵ加

盟に際して課されたコミットメントを十分満

たしたとしている。 

今次ＣＶＭによって，ＥＵ加盟交渉が開始さ

れて以来初めて，ブルガリアとルーマニアが

分離されることとなった。ブルガリアに対す

る監視は停止されるが，ルーマニアに対する

監視は継続する。 

 

４ 二国間関係 

◆ベトナム副首相のブルガリア訪問 

１日，ブルガリアを公式訪問中のチュオン・

ホア・ビン・ベトナム副首相は，ラデフ大統

領，ドンチェフ副首相，ザハリエヴァ外相と
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会談を行った。 

２０２０年は，両国の外交関係７０周年であ

り，ラデフ大統領は，グエン・フー・チョン

国家主席がビジネス代表団と共にブルガリア

を訪問するよう招請した。両者は，特に発展

が期待される分野として，ＩＣＴ，バイオ技

術，エネルギー，環境，医薬品及び製薬を挙

げ，経済関係強化へ向け協力することで一致

した。また，ラデフ大統領は，かつての教育

交流を再構築を提言し，かつてブルガリアの

大学や職業訓練学校が約３万人のベトナム人

を受け入れていた旨述べた。その他，ＡＳＥ

ＡＮ内の協力，南シナ海情勢等の国際場裡に

おける協力についても協議され，ラデフ大統

領は，全ての領土問題は，対話を通して平和

的な手段と国際法に基づいて解決されるべき

であるとのブルガリアの立場を表明した。 

ザハリエヴァ外相との会談において，両者は，

貿易，経済，教育を重視しつつ，全ての分野

における協力の段階を上げることで一致した。 

ドンチェフ副首相との会談においては，貿

易・投資関係の強化について協議され，ブル

ガリアの強みとベトナムの需要がある農業，

医薬品，ＩＴ分野でのビジネス促進へ向けた

協力につき合意された。 

 

◆ラデフ大統領のオーストリア訪問 

４日，ラデフ大統領はオーストリアを公式訪

問し，ファン・デア・ベレン・オーストリア

大統領と会談し，両大統領は，両国の政治，

経済，外交及び文化における良好な二国間関

係を確認した。 

北マケドニアとアルバニアのＥＵ統合に関

し，ファン・デア・ベレン大統領は，明確に

されるべき文化・政治問題はあるが，かかる

問題が統合プロセスを止めるべきではない旨

述べた。ラデフ大統領は，ブルガリアは北マ

ケドニアのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟を最も支持し

てきた国の一つであるが，ブルガリアの支持

は無条件ではなく，歴史や言語に関する明確

な条件と密接に関連している旨述べた。 

両大統領は，ロシア関係及び対ロシア制裁に

ついても議論し，ファン・デア・ベレン大統

領は，最近の緊張緩和は制裁解除に向けた動

きを後押ししてはいるものの，十分ではない

旨述べた。ラデフ大統領は，制裁解除を行う

ためには，紛争の外交的解決を見いだすこと

が望ましいとしつつ，仮に欧州が世界におい

て主導的な役割を担うことを熱望するならば，

ロシアとの対話なくしては不可能である旨述

べた。 

この他，ラデフ大統領は，ビアライン首相及

びソボトカ国民議会議長とも会談を行った 

 

◆チェコ外相のブルガリア訪問 

５日，ペトリチェック・チェコ外相は，ブル

ガリアをビジネス代表団と共に訪問し，ザハ

リエヴァ副首相兼外相と会談した他，ラデフ

大統領及びボリソフ首相に表敬した。 

外相会談では，両国の更なる経済協力促進，

西バルカン，移民，英国のＥＵ離脱に関する

密接な協力促進につき議論された。共同記者

会見において，ザハリエヴァ外相は，両国の

貿易額がこの１０年間で３倍となった点を指

摘し，アフリカのような新しい市場への投資

に関し協働する可能性について協議したと述

べた。ペトリチェック外相は，極めて良好な

二国間の経済関係に言及し，ブルガリアにお

いてチェコ企業は，電話通信・観光分野にお

ける主要な投資を担っていると述べた。 

ラデフ大統領との会談において，両者は，両

国が重視するＥＵのアジェンダについて共通

の立場に関する協力を深めることで一致した。

ペトリチェック外相は，ブルガリアのシェン

ゲン領域及びＯＥＣＤへの参加，並びに協

力・検証メカニズム（ＣＶＭ）の終了に係る

ブルガリアの努力をチェコが支持することを

保証した。また，両者は，西バルカン諸国の

ＥＵ統合は，地域の安定と安全にとって非常

に重要であることで一致した。 
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ボリソフ首相との会談において，両者は，投

資，観光，ＩＴ，食品製造，工業，環境投資，

及び高付加価値産業・サービスにおけるパー

トナーシップの拡大他について協議した。 

 

◆ボリソフ首相のアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）

訪問 

６日，ＵＡＥを実務訪問中のボリソフ首相は，

ムハンマド・ビン・ザーイド・アール・ナヒ

ヤーン・アブダビ皇太子兼ＵＡＥ軍副最高司

令官と会談した。 

ボリソフ首相は，二国間関係が強化されてい

ることに満足の意を表しつつ，地政学的重要

性や地域の連結に関する共通の利益のための

一層の協力拡大に対する期待を表明した。ま

た，ボリソフ首相は，両国の大使館が開館し

たことにより，二国間対話・貿易及び経済協

力促進のための重要な条件が創出されたと述

べ，経済協力及び貿易拡大へ向けた具体的な

ステップとして第一回官民経済委員会を開催

する意向を表明した。また，ボリソフ首相は，

対テロ・組織犯罪における分野別協力の重要

性を強調し，改めてムハンマド皇太子のブル

ガリア訪問を招請した。 

 

◆カンボジア首相のブルガリア訪問 

１６日，フン・セン・カンボジア首相がブル

ガリアを公式訪問し，ラデフ大統領，ボリソ

フ首相及びザハリエヴァ副首相兼外相と会談

した。来年，両国は外交関係６０周年を迎え

る。 

ボリソフ首相は，両国の伝統的な友好関係の

重要性を確認し，カンボジアがソフィアに大

使館を再開することを踏まえ，在カンボジ

ア・ブルガリア大使館開設への期待を表明し

た。フン・セン首相は，過去の政治的変化に

言及しつつ，１９９２～９３年に国連平和維

持活動で命を落としたブルガリア隊員に対す

る哀悼の意を表し，ブルガリアがカンボジア

のためにしてくれたことを忘れないと述べた。 

両首相は，経済関係の促進についても協議し，

農業・食品加工，薬剤，情報技術，建設に関

する協力のための文書に署名した。 

また，教育分野における協力について，フ

ン・セン首相は，１９８０年代に２００名近

くのカンボジア人学生がブルガリアに留学し

たことに触れ，両国の学生交流を再開する可

能性について言及した。 

 

◆スロバキア外相のブルガリア訪問 

２４日，ブルガリアを訪問したライチャー

ク・スロバキア外相は，ザハリエヴァ副首相

兼外相と外相会談を行った。 

ザハリエヴァ外相は，両国はＥＵ拡大に関す

る最も信頼出来るパートナーであると述べ，

欧州理事が北マケドニアとアルバニアのＥＵ

加盟交渉開始の決定を再び延期したことを深

く憂慮している旨述べた。また，ザハリエヴ

ァ外相は，ブルガリアとスロバキアは，両国

の経済関係について，本年の貿易高は昨年同

期比で２５％増加している点，観光客の往来

も順調に拡大している点等を強調し，今後の

協力分野として，自動車産業，ハイテク及び

教育等を挙げた。両外相は，外務省間の国際

開発協力に係る覚書に署名した。 

この他，ライチャーク外相は，ヨトヴァ副大

統領との間で西バルカン諸国のＥＵ統合，安

全保障，移民問題，英国のＥＵ離脱について

協議した。 

 

 

 



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 



 ６ 

経済

１．マクロ経済 

◆２０２０年度国家予算法案 

２５日，財務省は，２０２０年度国家予算法

案を公表し，同法案の根拠として２０２０～

２２年度の中期予算の見通しを更新した。 

２０２０～２２年度予算の見通しは，ＧＤＰ

の３６．９％から３５％まで引き下げられる

と予測されているが，名目では，２０２０年

の４６８億２７００万レヴァ（約２兆８０９

６億２０００万円）から２０２２年の５０１

億４３００万レヴァ（約３兆８５億８０００

万円）に増額されることが予想される。 

教育予算について，政府は，教職の魅力を向

上し，現職教師のモチベーションを上げ，教

師の社会的地位を改善するための施策の実行

を継続する。教員の給与を増額するために年

間３６０百万レヴァが追加支出され，２０１

７年比で２０２１年は倍増となる。 

医療予算については，主要なプライオリティ

は，財政の安定と医療制度の安全を確保する

ことであり，ｅ医療の新技術を使用し，国家

医療情報システムを構築する。 

国防予算は，今後３年間の政府のプライオリ

ティである。当該予算は国防能力や集団的防

衛に関する能力の維持・発展のために支出さ

れる。国防予算における設備投資の割合は，

ＮＡＴＯ基準である２０％を超えている。国

防予算は，国防予算増額のための国家計画が

定める２０２４年までのＧＤＰの２％枠を遵

守する。 

年金については，２０１９年１２月３１日ま

でに支給される年金は，２０年７月１日以降，

６．７％増額される。前年の１２月３１日ま

でに支給される年金は，２０２１年及び２２

年７月１日以降，スイス規則に従って調整さ

れる。 

所得については，２０２０年に公務員給与は

１０％増額される。２０２０年の最低賃金は，

６１０レヴァに引き上げられ，その後２年間

で６５０レヴァまで増額される。現在の最低

賃金は農業やタバコ農家の４００レヴァであ

るが，２０２０年に６１０レヴァに引き上げ

られる。最高賃金は，３０００レヴァに据え

置かれる。 

政府債務は，２０１９年末のＧＤＰ予測値の

１８．６％から２０２２年末には１７％に減

少する。ブルガリアの政府債務は，引き続き

マーストリヒト基準のＧＤＰ比６０％を下回

っており，財政が安定的とされる基準を維持

している。ブルガリアは，ＥＵ２８カ国の中

でも政府債務の割合が低い国の上位を保って

いる。 

 

◆経済成長率 

３０日，ゴラノフ財務大臣は，今後３年間の

経済成長率は３．３％が見込まれており，２

０１９年の経済成長率は予測したよりもやや

低い３．４％であるが，来年の公共部門にお

ける賃金は，１０％増加し，２０２１年の平

均給与も現実的な額として１４００～１５０

０レヴァが見込まれると述べた。 

なお，世銀は，６月時点で２０１９年のブル

ガリアの経済成長率を３．０％，２０２０年

を２．８％と予測していたが，今月，１９年

を３．２％，２０年を３．０％に上方修正し

た。 

 

◆ユーロ導入見通し 

３０日，ゴラノフ財務大臣は，ブルガリアが

所謂ユーロ導入の「待合室」に入るための新

たな見通しとして，来年４月までに実現する

旨述べた。 

昨年，ブルガリアは，公式にＥＲＭＩＩ及び

銀行同盟への加盟申請を提出し，欧州中央銀

行（ＥＣＢ）及び欧州委員会は，加盟前に必

要な６つの条件を提示している。これまでブ

ルガリアは２０１９年末までには「待合室」

に招待され，２年後にユーロが導入されるこ

とが期待されていた。 
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ゴラノフ財相は，「全ての関係者によれば，

順調且つ前向きに進捗している」としつつ，

ブルガリアが殆どの条件を満たしていると付

言した。また，同財相は，「ブルガリアの銀行

部門は，ＥＣＢの評価を通過しており，数日

中には財務規定の改訂も行われる予定である。

ＥＣＢが更なる要求を行うことは想定されて

いないが，仮にあったとしても，実行するだ

けである」と述べた。 

 

２．経済政策，産業 

（１）エネルギー関連 

◆ブルガリア・北マケドニア共同プロジェク

ト 

９月３０日，ブルガリアのペトコヴァ・エネ

ルギー大臣と北マケドニアのベクテシ経済大

臣は，天然ガス及び電力産業の分野における

二国間関係を促進し得る広範な潜在性がある

ことで一致した。共同プロジェクトの実施は，

両国のエネルギー安全保障，相互接続システ

ムの構築，電力市場の自由化に貢献するもの

となる。 

ベクテシ大臣は，ペトコヴァ大臣に対し，最

近，北マケドニアがＥＵ規則の要求を取り入

れる形で自国のエネルギー法を改正した旨説

明した。ペトコヴァ大臣は，同法改正はブル

ガリアと北マケドニアの電力先物取引市場の

統合を促進するであろうと強調した。両大臣

は，電力市場の統合が可及的速やかに実現す

るよう，この目標に向けた努力を加速化させ

ることで合意した。 

ベクテシ大臣は，北マケドニアはベレネ原発

建設プロジェクトに関する専門家レベルの交

渉を行うことに関心がある旨述べた。同プロ

ジェクトの戦略的投資家選定手続において，

北マケドニアは，将来的なプロジェクト実施

企業の少数株を獲得すること及びベレネ原発

が生産する電力の１０％を購入することへの

関心を表明した。 

両大臣は，２０１７年に署名された天然ガス

分野における協力に関する覚書に従った共同

での活動を継続することで一致した。 

 

◆石炭火力発電量 

ブルガリアは，ＥＵ加盟国の中で４番目に石

炭火力発電の割合が多い国であり，電力総生

産量の４５％を石炭火力発電が占める。 

ブルガリアよりも石炭火力発電の割合が多

い国は，ポーランド（８１％），ギリシア（５

６％），チェコ（５４％）で，独（４０％）は

ブルガリアに次ぐ５番目であるが，独政府は

２０３８年までに石炭火力発電を廃止すると

の目標を設定している。 

 

◆コンプレッサー施設の建設 

３日，エネルギー省は，ブルガルトランスガ

ス（ＢＴＧ）が Ferrostaal Oil & Gas GmbH

社との間で，ラソヴォ及びノヴァ・プロヴァ

ディアのガスコンプレッサー施設の設計，資

材・設備供給，建設及び運営に関する契約書

への署名を行った旨発表した。 

２つのコンプレッサー施設は，「バルカン・

ストリーム」と呼ばれるブルガリア＝トルコ

国境からブルガリア＝セルビア国境へと続く

パイプラインのガス輸送圧力を高め，バルカ

ン地域のガス分配センターをブルガリアに建

設するというコンセプトを実現するためのイ

ンフラを提供する。また，ブルガリアのガス

分配ネットワークの拡張は，多様な供給源か

らのガス供給による安全保障を高め，市場に

おける競争を促進する条件を創出する。 

エネルギー省によれば，契約総額は約３億５，

０００レヴァ超（ＶＡＴ抜き）であり，ノヴ

ァ・プロヴァディアのコンプレッサー施設は，

黒海沿岸のヴァルナ市近くにあるヴェトリノ

村の近郊に建設され，１０ＭＷのターボ・コ

ンプレッサー４基が設置される。ラソヴォの

コンプレッサー施設は，モンタナ北東部のラ

ソヴォ村に建設され，１２ＭＷのターボ・コ

ンプレッサー３基が設置される。両施設のタ
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ーボ・コンプレッサーは，Solar Turbines社

（米国カリフォルニア州）製の最先端のもの

である。 

 

◆バルカン・ストリーム 

２１日，ボリソフ首相及びペトコヴァ・エネ

ルギー大臣は，ブルガリア・トルコ国境から

ストランジャ・コンプレッサー・ステーショ

ンまでの「バルカン・ストリーム」ガスパイ

プライン延長の起工式に参加した。同首相に

よれば，本プロジェクトは，ブルガリアが主

要なガス供給センターになることを可能にす

る由であり，「だからこそ，我々はパートナー

に対してこのパイプラインを「バルカン・ス

トリーム」と名付けることを提案した」と述

べた。 

同首相は，「セルビアと共に所謂「バルカン・

ストリーム」のブルガリア部分を建設する用

意がある」としつつ，セルビア国境までのブ

ルガルトランスガスのパイプライン延長の進

捗を確認した。建設工事は，サウジ・アルカ

ド・コンソーシアムによって行われる。アン

ティク・セルビア・エネルギー大臣によれば，

セルビア側パイプラインは，「バルカン・スト

リーム」の一部として本年末までに完成する

由であり，建設工事は両国の国境の両側で同

時に行われる由。 

同首相は，本件パイプライン延長が１２億ド

ルもの投資による大事業であるとしつつ，工

事は計画通りに進んでいるとしつつ，ギリシ

ャのインターコネクターが完成すれば，バル

カン半島とハンガリーにおける天然ガス供給

の多様化が達成されると述べた。また，同首

相は，同事業に対してブルガリアが５億ユー

ロを投資する旨述べた。 

ペトコヴァ大臣は，同プロジェクトがブルガ

リア及び地域にとって極めて重要であるとし

つつ，「これは，欧州のガス地図の中でブルガ

リアの戦略的位置づけを維持するための活発

な仕事の結果である」と述べた。 

 

（２）運輸，インフラ 

◆ヴィディン・ボテフグラッド道路 

ブルガリア政府は，全長５４キロに亘るヴィ

ディン・ボテフグラッド道路の建設に向こう

４年間で７９７百万レヴァを地域開発省に拠

出する。

この道路は，ドナウ第２号橋ルートの近代化

やヘムス，ストゥルマ，トラキヤ道路を結ぶ

観点から重視されており，２０２３年の完成

を予定している。



◆シプカ・トンネル建設計画 

バルカン山脈を南北に縦断する上で重要な

シプカ峠の地下を結ぶトンネル建設計画の入

札が開始され，その計画の概要が明らかにな

った。入札締め切りは１２月１５日である。

同トンネルは，全長が１０．５３３キロであ

り，実際には５本のトンネルからなる。シプ

カの地下に掘られる全長３．２２キロの他に

４トンネルを造る計画となっている。

同トンネルの予算は，３２０百万レヴァ。

 

（３）ＩＴ 

◆ソフィア大学のビッグデータプロジェクト 

７日，「知的社会のためのビッグデータ

（GATE）」プロジェクトがソフィア大学で開始

された。同大は，ビッグデータと人工知能の

中核的研究拠点を設立することになる。 

プロジェクトの予算は３０百万ユーロで，オ

ペレーションプログラム（OP）「ホライゾン２

０２０」及びOP「知的成長のための科学教育」

から拠出され，今後７年間かけて実施される

ことになる。 

今後７年間で，自身の研究分野で成果を遂げ

たブルガリア及び外国の科学者総計１００名

を雇用し，Future Cities， Intelligent 

Government，Smart Industry 及び Digital 

Health の４分野でビッグデータを処理する

ことになる。 



 ９ 

ゲルジコフ・ソフィア大学学長は，西ヨーロ

ッパではすでに類似の研究拠点が５５か所あ

るが，東ヨーロッパでは当センターが唯一の

研究施設となると述べた。 

 

◆最大手通信企業ヴィヴァコム社の買収 

９月２９日，英フィナンシャル・タイムス（Ｆ

Ｔ）紙は，ブルガリア最大の通信企業ヴィヴ

ァコム社を買収すべく２つのプライベート・

エクイティ・ファンドが争っており，同社の

所有権をめぐる悪質な紛争となっていると報

じた。 

ＦＴ紙は，この紛争を直接知る人物２名から

の情報として，ＢＣパートナーズ（本社：英）

及びＫＫＲ（本社：米国）が所有するユナイ

テッド・グループ（ＵＧ）と，プロヴィデン

ス・エクイティ・パートナーズ（ＰＥＰ）（本

社：米国）は，ヴィヴァコム社獲得のための

意向的な入札（indicative bids）を開始し，

ヴィヴァコム社の資産調査を行っていると報

じた。 

ＢＣパートナーズを背景に持ち，セルビア最

大のケーブルＴＶ会社であるＵＧ（本社：蘭）

は，バルカン諸国の通信市場を統合しようと

しており，本年クロアチアのTele２社を２２

０百万ユーロで買収した。また，ＵＧはスロ

ベニア，ボスニア，モンテネグロにも資産を

有する。 

ＦＴ紙によれば，ブルガリアの通信独占企業

を前身とするヴィヴァコム社は，本年７月に

売りに出され，その買い手を探す代理人とし

てLazard社（金融コンサル・資産管理企業）

が指名された。ヴィヴァコムを売りに出して

いるのは，ロンドンを拠点とするブルガリア

人実業家のスパス・ルセフ氏とロシアのＶＴ

Ｂ銀行のロンドン支店で，両者はヴィヴァコ

ム社が債務不履行に陥った後の２０１５年の

入札でヴィヴァコム社の支配権を共同で獲得

していた。 

ヴィヴァコム社売却に関与する人々によれ

ば，バルカン地域の通信資産をめぐる最近の

諸取引の例に基づけば，ヴィヴァコム社の価

値は約１２億ユーロ相当であると予想される

という。ＦＴ紙の情報筋２名は，ＵＧは１１

億ユーロを提示し，これに対しＰＥＰは１０

億５，０００万ユーロを提示したという。こ

の地域におけるこの販売価格は，ルセフ氏及

びそのパートナーが巨大な利益を得ることを

意味する。約４年前にヴィヴァコム社獲得の

ために彼らが支払ったのは，３３０百万ユー

ロであったからだ。 

 

◆ブルガリアの研究開発費用 

３１日，国家統計局は，２０１８年のブルガ

リアにおける研究開発の支出額が合計８．２

７６億レヴァ（約４９７億円）であり，２０

１７年と比べて８．９％増加したと発表した。

ＧＤＰに占める研究開発部門の割合は，２０

１７年の０．７４％から０．７５％に増加し

た。 

 

民間セクターにおける研究開発の支出の伸

びは，１１．４％（６０．７百万レヴァ）で

あり，ブルガリアにおける研究開発の支出の

伸びの殆どを占める。研究開発の支出に占め

る各部門の割合は，民間部門が７１．９％で

あり，政府部門が２２．１％，教育機関・大

学病院が５．４％，ＮＰＯが０．６％となっ

ている。 

研究開発の予算については，民間部門が４

３％であり，一昨年比で８．４％伸びており，

この他，外国からの予算が１２．１％であり，

一昨年比で１２．１％伸びている。 

分野については，科学技術が５７．６％，薬

品・医療科学が１７．４％，自然科学が１４．

１％となっている。 

また，研究開発関係者の数は，２５，７１７

人であり，一昨年比で１０．４％伸びている。

このうち女性の割合は，４６．１％である。 
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（４）自動車 

◆フォルクスワーゲン（ＶＷ）のトルコ新工

場設立判断を延期 

ＶＷ取締役会は，同社の新工場のトルコへの

設立に関する判断を延期した。今回の延期は，

エルドアン大統領との長期的なパートナーシ

ップに対するＶＷの株主たちの懸念を示唆し

た他，ＶＷとトルコとの間の取引は，ブリュ

ッセルでの議論を引き起こした。 

トルコはＥＵ市場へのアクセスと引き替え

に，国家保証に関するＥＵ規則に準拠しなけ

ればならないはずが，生産される自動車４万

台の購入及び４０万ユーロの補助金の拠出と

いう国家保証を提示していることは問題であ

るとの指摘がある。トルコとしては，国内法

をＥＵ規則に適合させることに抵抗しており，

合法的に国家補助金を与えることができると

考えている。 

欧州人民党，緑の党及び自由民主党の欧州議

会議員は，トルコが関税同盟の下での約束に

も違反しているとの指摘している。  

 

◆フォルクスワーゲン新規工場誘致攻勢 

ブルガリア政府は，トルコ軍によるシリア侵

攻を踏まえ，フォルクスワーゲン（ＶＷ）の

新規工場建設のための投資を断念することを

見越して，右誘致のための補助金をこれまで

の約２倍の２６０百万ユーロに増額すること

を検討している。 

ブルガリア投資庁のヤネフ長官は，ＶＷとの

取引が新たな状況にあるわけではなく，ＶＷ

は依然として２つのプロポーザルを持ってお

り，これは３ヶ月前と何も変わりはないとし

つつ，仮に新しい状況があるならば，ブルガ

リア政府はこの状況をレビューする用意があ

ると述べた。 

なお，ルーマニア政府も改めてＶＷ新規工場

誘致合戦に参入することを決めたようである。 

 

３．その他 

◆南東欧トップ１００企業ランキング 

８日，SeeNewsは，１２回目となる「南東欧

トップ１００企業ランキング」を発表した（当

館注：２０１８年の各社の業績を基に分析し

たランキング）。ブルガリア企業１０社がトッ

プ１００に，うち２社はトップ１０にランク

インした。２０１８年，堅調な消費牽引型の

経済成長と賃金の上昇が，南東欧のトップ１

００に記録的な売上高をもたらした。売上高

第１位は，昨年に続きルーマニアの自動車メ

ーカーDacia社である。 

Lukoil Neftochim Bulgas社と，南東欧最大

の金属メーカーAurubis Bulgaria社は，それ

ぞれ第６位，第８位と，２年連続でトップ１

０入りしたが，前年のそれぞれ第５位，第６

位から順位を下げた。 

トップ１００の多数を占めるのはルーマニ

ア（５４社）で，それにセルビア（１３社），

スロベニア（１２社），ブルガリア（１０社），

クロアチア（９社）が続いた。アルバニア及

びモルドバの企業は今回ランクインしなかっ

た。 

コズロドゥイ原子力発電所は，２０１８年に

最も収益を上げた企業トップ１０に入った唯

一のブルガリア企業となった（第８位）。 

金食い虫（当館注：SeeNewsの発表では「純

利益÷純損益」）ランキングにランクインした

１０社のうち，３社はブルガリア企業で，

Lukoil Neftochim Bulgas（第２位），National 

Electric Company (NEK)（第６位），Bulgargaz

（第８位）であった。 

南東欧トップ１００企業の売上総額は前年

比１１％増の１，２６３億ユーロ（１，３８

８億米ドル）という記録的な高さに達し，純

益額は前年比１７％増の５７億ユーロとなっ

た。 

クラステヴァSeeNews編集長は，ＢＴＡ通信

に対し，ブルガリアのランクイン企業は，CEZ

社に入れ替わったコズロドゥイ原子力発電所

を除き，前年と同数，ほぼ前年と同じ企業だ
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った，また，ブルガリア企業の売上高の伸び

（１５％）は，他のトップ１００企業の平均

値（１１％）より高かったとコメントし，ブ

ルガリアのランクイン企業はほとんどがエネ

ルギーか商取引部門であり，南東欧における

強みのある産業であるにも関わらず，ブルガ

リアの自動車部品メーカーはトップ１００又

はそれに近い順位には入らなかったと付言し

た。また，同編集長は，保険企業ランキング

には多くのブルガリア企業がランクインして

おり（注：SeeNews は銀行，保険企業，それ

以外の企業に分けてランキングを発表してい

る），同ランキングは企業間の激しい競争と今

後の企業合併の可能性を示していると指摘し

た。 

 

◆欧州投資銀行（ＥＩＢ）及び黒海貿易開発

銀行（ＢＳＴＤＢ）共同融資 

９月２７日，ＢＳＴＤＢは，ＢＳＴＤＢとＥ

ＩＢが，ブルガリア，ギリシア及びルーマニ

アの中小企業及び中型株企業（mid caps）に

よる新規投資のために，同日アテネで発足し

た新たな民間セクター融資イニシアティブを

通じて，総額１００百万ユーロ以上を共同で

融資する旨発表した。 

ＥＩＢとＢＳＴＤＢが５０対５０で出資す

るこの融資プログラムは，農業，製造，運輸，

再生可能エネルギーに関連する企業の成長を

支援することに焦点を置くものであり，この

２つの開発銀行の間の初めてのビジネス・パ

ートナーシップを築くものである。同プログ

ラムの発足のために，ＥＩＢは，ＢＳＴＤＢ

に対し，返済期間１２年で５０百万ユーロの

融資を提供した。ＢＳＴＤＢは，同プログラ

ム全体の運営に当たり，ブルガリア，ギリシ

ア及びルーマニアの企業に融資を行うことに

なる。 

マクドウェルＥＩＢ副総裁は，「１００百万

ユーロ融資という本日の歴史的な合意は，Ｅ

ＩＢとＢＳＴＤＢの間の初めての協力を記す

ものであり，将来にわたって共同で地域全体

の民間セクターの成長に対する支援を強化で

きることを楽しみにしている」と述べた。パ

ンキンＢＳＴＤＢ総裁は，「民間セクターが優

先課題であるという我々の共通の理解は，こ

の新たな融資プログラムの発展のインパクト

を強化するであろう」と述べた。 




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ブルガリア内政・外交の動き(１０月) 

  在ブルガリア大使館 

  

 

１（火） ★チュオン・ホア・ビン・ベトナム副首相のブルガリア訪問 

２（水）  

３（木）  

４（金） ☆ラデフ大統領のオーストリア訪問 

５（土） ★ペトリチェック・チェコ外相のブルガリア訪問

６（日） ☆ボリソフ首相のＵＡＥ訪問 

７（月）  

８（火）  

９（水）  

10（木）  

11（金）  

12（土）  

13（日）  

14（月）  

15（火）  

16（水） ★フン・セン・カンボジア首相のブルガリア訪問 

17（木）  

18（金）  

19（土）  

20（日）  

21（月） ☆ザハリエヴァ副首相兼外相の訪露 

22（火） 第１８回協力・検証メカニズム報告書の発出 

23（水）  

24（木） ★ライチャーク・スロバキア外相のブルガリア訪問 

25（金）  

26（土）  

27（日） 地方選挙第一回投票 

28（月）  

29（火） ☆ザハリエヴァ副首相兼外相のアルメニア訪問 

30（水）  

31（木）  

★来訪 ☆往訪 
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ブルガリア経済指標の推移（出典：国家統計局，中央銀行，財務省（日本）貿易統計） 
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ブルガリア主要経済指標 （出典：中央銀行） 

＜GDP成長率と国民一人当たりGDP>

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Q1 Q2 Q3 Q4

GDP成長率 (％) 1.9 0.0 0.5 1.8 3.5 3.9 3.8 3.1 4.5 3.8

GDP per Capita (BGN) 10,673 11,229 11,268 11,594 12,340 13,206 14,280 15,363 n/a n/a n/a n/a

＜財政収支＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Q1 Q2 Q3 Q4

財政収支 （million BGN) ###### -262.5 -296.3 ###### ###### 131.8 1,182.1 2,148.7 1,485.5 1,953.0

財政収支GDP比 (％ of GDP) -2.0 -0.3 -0.4 -5.4 -1.7 0.1 1.2 2.0 1.3 1.7

一般政府総債務 (％ of GDP) 27.1 26.2 29.6 25.6 22.6 20.3 20.3

＜失業者数及び失業率＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

失業者数 （千人） 342 376 386 351 329 261 232 201 209 205 195 184 175 170 173 173 173 183

失業率 （％） 10.4 11.4 11.8 10.7 10.0 8.0 7.1 6.1 6.4 6.2 5.9 5.6 5.3 5.2 5.3 5.3 5.3 5.6

＜消費者物価上昇率と月額平均賃金＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

消費者物価上昇率 （％）（前期比） 2.8 4.2 -1.6 -0.9 -0.4 0.1 2.8 2.7 0.6 0.5 0.1 0.5 0.1 -0.6 0.8 0.1 -0.3 0.8

月額平均賃金 (BGN) 686 731 775 822 878 948 1,037 1,135 1,192 1,184 1,247 1,281 1,246 1,253 1,257 1,224 1,266

＜対外債務＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

政府部門対外債務 (million EURO) 4,205.0 4,578.9 4,062.2 6,552.0 5,986.9 7,228.8 6,343.6 6,132.9 6,103.4 6,088.2 6,010.3 5,933.4 5,952.0 5,970.2 5,988.4 5,927.4

民間部門対外債務 (million EURO) ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### 27,342.7 27,583.2 27,985.8 28,013.7 27,919.3 28,018.5 28,220.4 28,066.7

＜対内直接投資と貿易収支＞

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

対内直接投資 (million EURO) 1,476.3 1,320.9 1,383.7 347.4 2,399.1 1,003.3 2,314.1 1,744.4 -174.7 3.6 72.8 268.3 128.8 372.6 524.7 532.7 714.5

貿易収支（FOB-CIF) (million EURO) ###### ###### ###### ###### -984.4 -765.8 ###### -40.8 -211.0 -340.5 -430.6 -95.3 -155.2 -527.5 -383.2 -316.1

輸出（FOB） (million EURO) ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### 2,355.8 4,834.4 7,342.8 9,690.6 12,135.3 14,360.5 17,003.6 19,227.1 21,585.5

輸入（CIF） (million EURO) ###### ###### ###### ###### ###### ###### ###### 27,744.2 2,315.0 4,623.4 7,002.2 9,260.0 11,590.0 13,849.3 16,476.1 212,969.4  


